
日合商支部総会の実施報告
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No. 737 日合商の基本は『協調と連帯』

日合商は昭和 52（1977）年に合板・建材を扱う流通
業界の活性化と、関係官庁に意見書が提出できる組
織として発足した歴史ある組織であり、業界唯一の
国の認可団体です。その「会勢強化」は、業界の活
性化につながるものです。また、新規会員・賛助会
員の数が増えることで関係官庁への発言力も増し、
社会的な影響力も拡大していくものと考えています。

日合商
Japan  Plywood  Wholesalers  Association
発行所：日本合板商業組合　〒 101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町 3-5-4　TEL 03（5256）9080　ｅ -mail：jpwa@oboe.ocn.ne.jp

報
時

https://www.nichigosho.net/
6月

2020 年 5 月 28 日開催の
2020 年度 通常総代会 書面会議

表決結果
総代総数 92 名　　本人出席（書面表決書提出）92 名

●議事の経緯及びその結果

　事務局が期限までに提出された書面表決書を確認、2020 年度通常総代
会の定員を満たしたことを確認しました。また、議長選出についても同じ
書面で諮り、全員一致にて東京支部総代 梶本芳則氏を議長に選出しました。
議長は会議の成立を認め審議等に入りました。

【1】審議事項
　第一号議案　任期満了に伴う総代、役員改選に関する件について
全員異議なく原案どおり承認されました。
　

【2】報告事項
　第一号議案　2019 年度事業報告及び年間決算に関する件
　第二号議案　2020 年度事業計画及び年間予算に関する件
　第三号議案　第 43 回通常総会（2021 年度通常総代会）に関する件
事務局が 2020 年度第一回理事会で承認された書面にて報告と説明を行い
ました。

以上をもって議長は 2020 年度通常総代会の全議案の書面による審議の結
果、報告の内容を確認し、全ての議事を終了しました。

【グリーン購入法】に基づき
事業者期限更新した1 社

2020 年
5 月 25 日現在

東京・静岡	 - ① -0230	 ㈱小泉東海	 代表取締役社長	 山縣　健児

2020.6.5
九州支部
総会は書面会議で実施、全議案は
可決承認されました。
役員改選により支部長に越智通広
氏（越智産業㈱　代表取締役社長
執行役員）が再任されました。

九州支部
越智 通広  支部長

2020.6.11
神奈川支部
総会は書面会議で実施、全議案は
可決承認されました。

2020.6.18
東関東支部
総会は書面会議で実施、全議案は
可決承認されました。

◦東京支部　総会　　　　　◦静岡地区支部　総会

◦沖縄支部　総会　　　　　◦山梨地区支部　総会

◦長野地区支部　総会

日合商支部  総会  7 月スケジュール
★新型コロナウイルス感染防止対策により、　各支部総会は書面会議に変更します。



  2020 年　6 月 日 合 商 時 報2

2020 年度 第 2 四半期（7 月～ 9 月）需要動向予測調査より
⼯務店・販売店による需要予測
2020 年 7 ～ 9 ⽉の需要動向予測がまとまった。今回の調査では、新
型コロナウイルスの影響を調査するために、従来の調査対象を拡充
して⼯務店・ビルダーからの回収先を増加するとともに、質問内容
を拡⼤してインターネットで実施した。
⼯務店（⼯務店・その他建築会社）での需要予測は、マイナス 67.0
ポイントの結果となった。1992 年の調査開始以降でこの⼤幅なマイ
ナスポイントは、直近では 2015 年の 1 ～ 3 期のマイナス 41.3 ポイ
ント以来であり、過去ワーストであった 2009 年 4 ～ 6 ⽉のマイナス
77.0 ポイントに匹敵する。また販売店での需要予測は、マイナス
68.6 ポイントと過去 2番⽬のマイナスポイントとなった。前回の 4
～ 6⽉分は、調査時期が 2⽉中旬の感染拡⼤前の時期であったため、
今回の調査で急降下する結果となった。地域別に⾒ても全国的に減
少ポイントが⽬⽴ち、7⽉以降の需要低下が予測される。

新型コロナウイルスに関するアンケート
⼯事への影響について
◦�影響は「⼯期の遅れ」が最多で、次いで「商品の⽋品」「契約のキ
ャンセル」が続く。遅延以外にもキャンセルとなる状況が発⽣し
ている。

活動への影響について
◦�感染防⽌対策としては、「在宅勤務」の対応が 2割程に留まった。
その他の時差出勤や休暇取得も導⼊されているが、半数近くが実
施していない状況である。

◦�営業活動は、緊急事態宣⾔中の調査だが、4割近くが通常通りに⾏
われている。

契約状況について
◦�契約状況では、新築・リフォームともに同じ傾向で、「減っている」
が圧倒的に多いが「例年と変わらない」と答えた⽅が約 25％を占
めている。また、延期されている時期は「6 ～ 7 ⽉」「8 ～ 9 ⽉」
が多く、10 ⽉以降まで期的に伸びている所も⾒られる。

⽀援対策について
◦�政府の緊急⽀援対策では、「利⽤予定はない」が過半を占めている
が、「検討している」⽅も 4割近くいる。検査対応の緩和や次世代
住宅ポイント申請期間の延 といった現場対応以外にも、融資など
資⾦繰り⽀援まで幅広い。状況が引けば不安を抱える⽅も増えて
いく。早い段階での収束が望まれる。

主要メーカーによる販売予測
主要メーカーの販売予測では、増加ポイントが全分野で 0ポイント
と調査開始以来で初めての結果となった。販売店・⼯務店以上に厳
しい⾒⽴てが
伺える。

調査の時期と方法
この調査は 2020（令和 2）年 4 月下旬から 5 月中旬までを調査時点として、お取引先 3000 社以上にインターネットによる調査を行い、回収し
たものを一括集計したものです。※ JKHD グループの通商株式会社、株式会社ミトモク、物林株式会社、株式会社銘林のお取引先にも調査依頼
をしています。

ポイント

全 国 回答数 2 ,9 5 4
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四国 九州
＜有効回答数＞
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北 陸 64
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中国
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過去２年間の仕事量の見通しをポイントで表
したグラフ。

「増加」「微増」「前年並」「微減」「減少」の中
からお選び頂き、総回答数よりそれぞれの割
合を算出致しました。
単位は、「％」となります。
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JK 情報センターが公表

販売店による

販売店による

増加予測 前年並予測 減少予測
合板 0% 4.0％ 96.0%
⽊質建材 0% 1.8% 98.2%
窯業・断熱 0% 1.4% 98.6%
住設機器 0% 22.8% 77.2%

景気動向の推移

地域別需要予測
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概　要
　2020 年 4 月の新設住宅着工戸数は 69,162 戸（前年同月比 12.9％減）で 10
カ月連続の減少となった。その内、木造住宅は 38,840 戸（前年同月比 14.0％
減）で 10 カ月連続の減少となった。季節調整済年率換算値は 79.7 万戸で前月比
12.0％減、3カ月ぶりの減少となる。
　利用関係別では持家が 21,015 戸（前年同月比 17.4％減）で 9カ月連続の減少、
貸家は 24,976 戸（同比 15.4％減）で 20 カ月の連続の減少、分譲 22,557 戸（同
比3.6％減）で6カ月連続の減少となった。分譲の内訳はマンションが10,723戸（同
比 2.3％増）で先月の減少から再びの増加、戸建ては 11,665 戸（同比 8.1％減）
と 5カ月連続の減少となった。持家、貸家及び分譲住宅が減少したため、全体で
前年同月比 12.9％の減少となった。

国内 ･ 外合板の供給量
　4月の国内合板生産量は 24.2 万㎥（前月比 92.0％、前年同月比 89.9％）と発
表された。
　その内、針葉樹合板の生産量は 23.2 万㎥（同比 91.3％、90.1％）となり、出
荷量は 23.3 万㎥（同比 98.1％、90.5％）で在庫量は 17.4 万㎥とほぼ先月同水準

な数字になった。
　輸入合板の 4月度入荷量は 23.1 万㎥（前月比 106.4％、前年同月比 97.4％）
となった。
　国別入荷量は、マレーシアが 6.9 万㎥、インドネシアが 7.9 万㎥、中国が 6.3
万㎥で、減少していた中国からの入荷は、止まっていた分がまとまって入港して
きたために中国が前年度比 120％と増えている。

今後の見通し
　国内針葉樹合板市況は、メーカー各社は相場の下落を避けるように減産を表明
して働きかけているが、現実として依然安値が聞こえており、弱基調は払拭され
ない。急激な需要減が予想され、手ごたえが薄いことから先安観につながり、市
場は当用買いで様子見となっているので、メーカーが建値をしっかり維持できる
かが焦点になっている。
　輸入合板も新型コロナウイルスの影響で、限られた生産になっており、今後供
給面に影響してくるのではないかと懸念している。需要背景は乏しいが、今後入
荷量減少が予想され、急激な価格上昇や欠品するアイテムが出てきてもおかしく
ない状況と考える。そこのところを踏まえたうえで手当てを進めて頂きたい。
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日合商ホームページより新着情報・トピックスをご確認ください‼︎

日合商メールマガジンをご確認ください‼︎

【トピックス】ポイント解説  （詳しい内容は日合商ホームページ【トピックス】をご参照ください）
◦ 6 月 1 日
■令和 2 年度過剰木材在庫利用緊急対策事業の公募情報
�新型コロナウイルス感染症の拡大を受けた輸出の停滞等により、丸太・木材製品の在庫量増加等の影
響の生じていることを受け、公共施設（構造材、内装材）や公共の場に設置される外構部等における
木材の活用を支援する事業
【対象となる施設】

　◦公共建築物等木材利用促進法に基づく公共施設（学校、保育園、病院、老人ホーム、駅、庁舎等）
　◦災害対策基本法に基づく指定公共機関の施設
　◦公共の用に供する場に設置される外構（公園等の塀や棚、デッキ、遊具等）
※日合商メールマガジン『日合商解説』でもご案内していますので、ご確認ください。

◦ 5 月 27 日
■令和 2 年度外構部の木質化対策支援事業の公募情報
　① 外構実証型事業（一次募集は終了、二次募集時期は未定）
　　 �公募及び実施要領に規定された保存処理木材を使用する塀及びデッキの施工に必要な経費の一部

を助成。
　②  企画提案型実証事業
　　  �外構部の木質化を行い、先進的な取組みの効果を実証するもの、又は広く普及効果を実証するも

のに必要な経費の一部を助成。

申込書の提出で
「日合商会員向けメールマガジン」を

スピーディーに閲覧できます
日合商会員向けメールマガジンには、木材・合板業界に関連す

る行政施策等の解説『日合商解説』と、業界の最新情報をお伝

えする『日合商通信』を掲載しています。

記事閲覧の手順は、

❶�日合商 HP ［https：//nichigosho.net］から「日合商メール

マガジン」をクリックし、パスワード・ID を入力してファ

イルを開く方法

❷�メール配信で添付するURL から直接閲覧できる方法

　�「日合商会員向けメールマガジン配信申込書」をご提出いた

だければ、記事閲覧の手順②の方法で閲覧できます。

　■申込書の入手先
　E-mail  info-mag@nichigosho.net

　�「日合商会員向けメールマガジン配信申込書希望」とメール

でお知らせいただければ、申込書をメール返信いたします。

https://www.nichigosho.net ● トピックス▶

会員情報変更手続きのご案内

【変更届提出の手順】

日合商ホームページ【グリーン購入法事業者認定について】
⬇

申請書・証明書フォーマット
⬇

事業者認定登録変更届プリントアウト
⬇

変更個所のみ記入
⬇

FAX  03-5256-8786 へ送信ください。

❶ �現在登録の会員情報に変更があった場合、各支部事務局宛

にファックスまたはメールでご連絡をお願いします。

❷  グリーン購入法認定事業者の変更

  　�会社名・代表社名・住所等、登録情報が変更された場合、

本部事務局（担当：菅原）宛に、変更届をご提出ください。
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5.5㎜  〃
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12.0㎜  〃

ラワン JAS
F ☆☆☆☆

針葉樹構造用
（ネダノン）

輸入・型枠用

輸入・構造用

F☆☆☆☆  12㎜ C-D

F ☆☆☆☆ 24㎜ 実付

F☆☆☆☆ 28㎜ 実付

F☆☆☆☆ 9㎜  3×10

12㎜ JAS 製品

F☆☆☆☆12㎜JAS製品

品　　目

※東京都ベニヤ板問屋協同組合、日本合板商業組合「市況通信」より 
（注）1車単位（10トン）問屋売り価格・90日手形（JAS 製品）東京の合板卸売り価格（円）
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■日合商メールマガジン『日合商解説』
6 月発信の日合商メールマガジン『日合商解説』の vol.6【過剰木材在庫利用緊急対策事業】その 1と
vol.7 その 2、vol.8 その３で事業の概要、事業者の要件、申請件数の上限及び対象物件並びに助成対
象となる木材製品の利用範囲、助成金の金額、申請方法等について解説しています。


